
Zoomによるオンライン開催
2024年5月7日（火）16:30~17:30

対象は全ての教職員・研究者・大学院生です。皆様のご参加をお待ちしております。

1億2000万人の腸内環境を改善したい！！
〜研究から社会実装に向けた取り組み〜
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学内専用申込フォーム 2024年5月6日締切

https://forms.gle/NXwHEofyHFSSpBgz6
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講演要旨

1億2000万人の腸内環境を改善したい！！
〜研究から社会実装に向けた取り組み〜

藤田医科大学 医学部 医科プレ・プロバイオティクス講座 教授

栃尾 巧

近年、「腸内環境の乱れが様々な病気につながる」ことが解明されています。改善す
る手段の一つとして、プレバイオティクス・プロバイオティクス（オリゴ糖・食物繊維・乳酸
菌）などの腸内環境を改善する素材を摂取があげられます。
我々は、藤田医科大学にてプレ・プロバイオティクスを用いて1億2000万人の腸内
環境を改善し疾患を予防・改善したい！という強い思いを持って日々研究に励んでお
ります。
様々な研究機関・大学・企業と協力（医科プレプロバイオティクスコンソーシアム）
し、多様な疾患において腸内環境を調べ、プレ・プロバイオティクスを用いて改善を行う
研究を実施しております。その研究対象は、ヒトのみならず犬・猫などの伴侶動物をは
じめ、養殖・家畜・観賞用動物にまで広がっています。
今後の我々の課題は、産・学の枠組みを連携させ、研究をどのように社会に発信し
ていくかという社会実装ステージに至りました。
本セミナーでは、医科プレプロバイオティクスコンソーシアムの計画から現状までを振り
返り、社会実装に向けどのような取り組みが行われたか、今後どのような未来を目指す
のかをご紹介させていただきます。
今後も研究を進め、健康な日常をおくるための選択肢の一つに「プレ・プロバオティク
ス」が加えられる社会の実現を目指して。
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